
２０１６（Ｈ２８）年度　 
大学院物理学専攻履修ガイダンス

日時：２０１６年４月１日（金） 
場所：１１号棟１０２室

28年度教務委員 慈道 大介

このスライドは物理教室のHPに置いてあります： 
「在学生へ」→「大学院教務」→「大学院履修ガイダンス資料」 



本日予定

1. ガイダンス (14:30-15:30) 
　　 
2. 懇親会 (15:30-16:30頃まで ８号館交流スペース) 
　　自己紹介も行いますので、全員参加です。 

3. 理論図書室の説明会 
　　(17:00集合-17:15頃まで ８号館５階５２０号室) 



履修などの相談窓口
1．専攻主任 首藤啓　　8号館 518室 内線3351 
2．教務委員 慈道大介　8号館 583室 内線3373

教員からの連絡方法
掲示： 
　物理事務室（8号館222号室）前掲示板 
　補助的に 
　　・理工学系 掲示板（8号館と9号館をつなぐ渡り廊下1回） 
　　・物理教室ホームページ http://www.phys.se.tmu.ac.jp 
　　　の大学院教務ページ（集中講義の案内など） 
メール： 
　大学（情報処理施設）から提供されるメールアドレスを利用 
　転送設定を忘れずに



余談：メール転送設定方法

(1) 情報処理施設のサイト
(www.comp.tmu.ac.jp)で利用者
メニューをクリック

(2) 利用者メニューでログイン
→画面左側の電子メール転送設
定をクリック

サイト内検索　powered by Google

　　大学教育センターから情報倫理に関するお知らせ：学生は必ず一読し、リンク先の注意を守るようにしてください。

重要なお知らせ

　　　16. 3.28　　【重要】年度更新対応に伴う利用者メニュー停止及び新規ＩＤ作成不可について
　　　16. 2.22　　【注意喚起】仮想デスクトップ環境への接続時に発生する不具合のお知らせ
　　　16. 2.15　　教育研究用情報システム 利用者アンケートのご案内

 
 

 

　
16.03.28 平成28年度の仮想デスクトップ環境メンテナンス予定について

  

　
16.03.28

【重要】年度更新対応に伴う利用者メニュー停止及び新規ＩＤ作成不可につい
て

  
　
16.03.24 IPA サイバーセキュリティ注意喚起サービスの表示について

  

　
16.03.23

【注意喚起】本学メールアドレス（～@tmu.ac.jp）を騙る不審メールの到達につ
いて

  
　
16.03.22 【注意喚起】添付ファイル付きの不審メールにご注意ください！

  

　
16.03.22

【注意喚起】本学のActive!mailをかたったフィッシング詐欺メールにご注意くだ
さい！

  

　
16.03.17

【終了しました】3/26 ネットワーク緊急メンテナンスに伴うネットワーク停止
のお知らせ

  
　
16.03.17 3/29 無線LANシステムのメンテナンスについて

  

　3/24 セキュリティ関連情報をアップしま
した

　IPAサイバーセキュリティ注意喚起サー
ビス

更新日:2016年03月24日 IPAセキュ
リティセンター:重要なセキュリテ
ィ情報
2016年03月24日 Oracle Java の脆
弱性対策について(CVE-2016-
0636)
2016年03月11日 Adobe Flash
Player の脆弱性対策について
(APSB16-08)(CVE-2016-1010等)
2016年03月09日 Microsoft 製品の
脆弱性対策について(2016年03月)
2016年03月09日 Adobe Reader お
よび Acrobat の脆弱性対策につい
て(APSB16-09)(CVE-2016-1007
等)
2016年02月10日 Microsoft 製品の
脆弱性対策について(2016年02月)
2016年02月10日 Adobe Flash
Player の脆弱性対策について



 

利用者情報

ユーザーID： jido

 パスワード変更

 利用者情報

   利用者情報表示

   電子メールの転送先設
定と解除

   アンチウィルス申請

   パスワード再設定用メ
ールアドレス登録

 ログオフ

 
メール転送先１ \jido

メール転送先２ jido@*****.ne.jp

メール転送先３

メール転送先４

メール転送先５

 

転送先のアドレスを５つまで設定できます。（サーバーにメールを残さないで転送） 

＜サーバーにメールを残して転送する場合＞ 
メール転送先１～５のどれか１つに、"\（半角）" ＋ご自身ユーザーID を設定してく
ださい 

※"\（半角）"は、ブラウザによって、"円記号"や"バックスラッシュ"で表示されること
がありますがどちらで設定しても問題はありません 
※ご自身の大学のメールアドレスは入力しないでください 

＜サーバーにメールを残して転送する場合の設定例＞ 
ユーザーIDが"tmuner"の場合 
メール転送先１～５のどれか１つの項目に「\tmuner」と入力 

   

電子メールの転送先設定と解除

(3) メール転送先を入力し OK をクリック

（注意）\の文字は２つ 
(yen又はback slash)の 
キーのどちらでも同じ

余談：メール転送設定方法



履修に関する説明（1/4）

修了（学位取得）要件 
　修士学位：2年（最大で4年）　30単位 ＋ 修士論文 
　博士学位：3年（最大で6年）　20単位 ＋ 博士論文 
 
注意：１）学位論文：論文提出および最終試験（＝論文の発表と審査） 
　　　２）修士学位論文（英語または日本語） 
　　　　　博士学位論文（英語） 
　　　３）主要な研究成果が学術雑誌に掲載または掲載確実（博士） 
　　　４）必修科目が16単位、残りを通常授業や集中講義で取る 
　　　　　修士：14単位　　博士：4単位



標準履修課程 

修士1年（理論系）： 

　物理学特別セミナー I（前期）、II（後期） 

　物理学特別演習 I（前期）、II（後期） 

修士1年（実験系）： 

　物理学特別セミナー I（前期）、II（後期） 

　物理学特別実験 I（前期）、II（後期） 

博士1年（理論系）： 

　物理学特別演習 V（前期）、VI（後期） 

博士1年（実験系）： 

　物理学特別実験 V（前期）、VI（後期）

必修科目 

　修士課程：物理学特別セミナー、 
　　　　　　物理学特別演習(理論系)、物理学特別実験(実験系) 
　博士課程：物理学特別演習(理論系)、物理学特別実験(実験系)

修士論文、博士論文のための研究・セミナーに対して単位を出す科目 
（講義はないが、大学に出てきて指導教員と研究をすることが必要）

物理学特別実験・演習および物理学特別セミナーは、 
標準履修課程に基づき必ず前期、後期共に申請する

休学・留学等で標準履修課程
から外れる場合は、指導教員・
教務委員と相談する

履修に関する説明（2/4）



開講科目（平成28年度より新しいカリキュラム） 

　二単位科目（分野共通の基礎科目、15コマ=[14+1]、博士課程は履修不可） 
　　一般相対論、統計物理学、場の理論、流体力学、原子核物理学、素粒子物理学 
　　宇宙物理学、原子物理学、物性物理学 I, II、粒子線物性、計算物理学 

　一単位科目（専門分野の科目、8コマ[=7+1]） 
　　素粒子物理学特論、高エネルギー理論物理学特論、原子核ハドロン物理学特論 
　　高エネルギー宇宙物理学特論I, II、非線形物理学特論、統計力学特論、 
　　量子多体系特論、超伝導物理学特論、磁性物理学特論、 
　　物理実験学特論A, B, C, D、高エネルギー物理学特論I, II、原子物理学特論I, II、  
　　宇宙物理学特論I, II、電子物性特論I, II、ナノ・表界面物性特論I, II、 
　　ソフトマター物性特論I, II、物質科学ミニマム特論、科学英語特論

履修に関する説明（3/4）



平成28年度開講予定の集中講義 

・神田展行氏 (大阪市立大学)   7月半ば頃 
　「重力波観測の基礎（仮）」　 

・寺崎一郎氏 (名古屋大学)　　7月19,20日 
　「酸化物強相関電子系の機能性材料」　　 

・藤家雪朗氏 (立命館大学)　　前期 
　「WKB理論の基礎（仮）」 

・田中耕一郎氏 (京都大学)　　夏頃 
　「光物性物理学（仮）」　　　 

・保坂淳氏 (大阪大学)　　　　12月7,8,9日 
　「ハドロン物理ー基礎からエキゾチックな現象までー（仮）」　 

・鈴木隆史氏 (兵庫県立大学)　後期 
　「量子多体系におけるモンテカルロ計算」 他全部で10講義程度を予定

•今後講義は適宜追加の予定 
•開講日時はそのつど掲示板・HPに
提示（メールでも周知) 
•履修は授業開始７日前までに「履修
申請書」を理工学系事務室に提出



1) 講義科目は学期はじめに履修申請（Web利用）必ず登録状況を確認。 

2) 講義科目のほとんどは２限、３限。 

3) 修士の場合、必修１６単位以外の大半（残り14単位）を１年次にとり、
２年次は研究に専念。 

4) 「○○特論」（８コマ、１単位）の科目は前期a、前期b、後期a、後期b
の4つの開講時期がある（開講時期時間割の欄外を参照） 

5) 他専攻や他研究科の授業は10単位まで認められる。ただし、教務委員会
の承認が必要であるため、あらかじめ指導教員や教務委員と相談。 

6) 「物理化学特別講義」は分子物質化学専攻が提供する科目。物理学専攻
の学生にも単位がでる。 

7) 学部で履修した科目を修士で再履修することや、 
修士で履修した科目を博士で再履修することについて： 
　授業担当教員に確認して、内容が異なる　→　可 
　　　　　　　　　　　　　内容が同じ　　→　不可 
（履修システム上は再履修できてしまうが、履修しないでください。）

履修に関する説明（4/4）
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ホーム

研究

教育

入試

教員・研究室

アクセス

ようこそ、物理学コース / 物理学専攻へようこそ、物理学コース / 物理学専攻へ
物理学の目的は自然界の基本法則を探り、その知識と結果を科学、工学、技術の諸分野に応用することにあ
ります。本コース・専攻は、ミクロな素粒子物理学から、身近なスケールの固体物理、そしてマクロなスケ
ールの宇宙物理学まで、幅広い研究分野を網羅しており、多彩で新しい物理学の研究テーマに取り組んでい
ます。それぞれの研究室は互いに協力し合い、また、他のコース・専攻や国内外の研究機関とも連携して精
力的に研究を進めています。

最新情報

更新日 2016.3.30

所在地
東京都八王子市南大沢１－１
電話番号
042-677-1111（代表）
首都大学東京大学院理工学研究科
物理学コース　物理学専攻

Copyright © Department of Physics, Graduate School of Science and Engineering, Tokyo Metropolitan University. All rights reserved.

慈道大介准教授が平成２７年度「科研費」審査委員として表彰されました。詳細はこちら 。(2015.12.9)

原子物理実験研究室博士前期課程２年の河野直子さんが「TMU E-ringを用いた炭素クラスター負イオンC のレーザ
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物理学特別講義 Ｉ（１単位）

講師 神田展行 氏（大阪市立大学理学研究科）

題目 重力波観測の基礎（仮）

日時 H28年7月半ば頃

授業番号 未定

担当 住吉 (3364, sumiyoshi@)

物理化学特別講義 Ｉ（１単位）

講師 寺崎一郎 氏（名古屋大学理学研究科）

題目 酸化物強相関電子系の機能性材料

日時 H28年7月19,20日
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担当 青木 (3362, aoki@)

物理学特別講義 Ｉ（１単位）
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題目 光物性物理学（仮）

日時 夏頃
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主な研究支援制度
● 学術振興会、文科省 
-日本学術振興会特別研究員 (博士課程、研究奨励金） 

　  　例年数名採用。修士2年の春に申請。研究業績が重要。 
　-トビタテ！留学JAPAN　日本代表プログラム（海外派遣） 
● 首都大 
-大学院研究奨励奨学金（博士課程、奨学金） 
　学振不採用者から選抜。月15万円の奨学金。 
-大学院研究支援奨学金（博士課程、奨学金） 
全学の制度。学費の半分程度を支援。 
-理工学研究科大学院生学術会議派遣（国際会議参加） 
申請書を自ら書き研究をアピール。M1でも取得可能。 
-大学院生国際学術会議派遣支援事業（博士課程、国際会議参加） 
国際センターの制度。国際会議参加のための旅費を支援。 
-派遣留学生経済支援制度（海外派遣） 
3ヶ月以上6ヶ月未満の期間，海外の研究機関で研究を行う。M1も応募可能。



大学院生(修士・博士課程)のTA(Teaching Assistant) 　
1. 期間 
平成28年度前期（４－９月）、後期（10－3月） 

2. 仕事内容 
物理学実験の指導補助、授業・演習の指導補助、試験監督など 

3. 報酬 
時給：1200円（修士）、1300円（博士）、1600円(STA) 
　　　STA（博士課程のみ）は高度な業務を含む 
１講義あたり４５時間/半期。実験（週２コマ）は６０時間/半期。  
複数の講義を担当することもできるが、半期９０時間が上限　 

4. 応募方法 
毎年3月（前期分）と9月頃（後期分）にメールで募集。

「物理学実験第一a」（水曜3・４限）「物理学実験第三」のTA(STA)を募集中。
興味のある人は教務委員（慈道）まで。



GPアシスタント（理工なんでも相談室 相談員）

興味のある人は森先生（　　　　　　　　　　  、8号館577室）まで

業務内容：週2回（火曜5限、木曜昼休み、合計４５時間） 
　　　　　学部学生（主に物理コース）の学業や大学生活全般についての相談や指導 
勤務場所：8号館１階イニシアティブスペース 
期　間：前期15週分（後期分は別に募集します） 
時　給：修士学生 1200円、博士学生 1300円 
応募人数：１または２名 
締　切：4月4日(月）１２：００　 
その他：支給金額は実際働いた時間になります 
　　　　他のTAとの兼務は可能です（当然、勤務時間の重複は不可です）



英語教育・グローバル化推進

●【科学英語特論】（1単位科目） 
英語の読み書きに関する一般的注意点、科学英語特有のルールなど、覚えて
おくべき事項を紹介。演習の時間を設け、授業時間中にそれぞれの書いた英
文を元に間違えやすい表現などを指摘していく。 

●【English Village】 
理系学生のグローバル化を促進するため、一般英語講座、外国人とのコミュ
ニケーション講座、英語プレゼン講座、科学英語ライティング講座などを一
年を通して企画。 

●【海外インターンシップ体験】 
English Villageの一貫として、一部の希望者のみに米国西海岸の企業や大学
を訪問し、プレゼンや研究者インタビューなどを行う 

●【派遣留学生経済支援制度】（前述） 

海外研究機関での研究支援



学生のための相談室
院生・学部生で研究活動、勉学、日常生活、人間関係などで困ったり、
悩んだりしている事がありましたら、遠慮なく相談して下さい。 
もちろん、相談内容は相談室以外で知らされることはありません。

● 物理学教室「院生・学生相談室」(H28年度担当：森・青木) 

● 学生相談室（専門家による無料相談） 
　 http://www.gs.tmu.ac.jp/gakuseika/08_soudan/02_sodan.html 

● セクシャル・ハラスメント及びアカデミックハラスメント相談窓口 
　 http://www.houjin-tmu.ac.jp/harrassement/contact.html 

学業や学生生活で相談したいことができたら。。。。



学生相談室のホームページより 
 http://www.gs.tmu.ac.jp/gakuseika/08_soudan/02_sodan.html 
　相談の内容については、秘密を固く守り、プライバシーの保護をいたします。 
　安心してご利用ください。　 
こんなときに利用してください 
◆ 学生生活について 
   ・ 大学・大学院に馴染めない ・ サークルでのトラブル ・ 思うように勉強が進まない  
◆ 進路・就職について 
   ・ 将来のことで悩んでいる ・ 就職活動がうまくいかない  
◆ 対人関係について 
   ・ 友人関係や恋愛での悩み ・ 家族について話したいことがある 
◆ 健康について 
   ・ 食事のこと（食べられない、食べ過ぎる）  
   ・ 睡眠のこと（眠れない、寝すぎる、悪夢を見る） ・ 体と心に違和感がある  
◆ 自分のことについて 
   ・ 自分について自信が持てない ・ 自分の性格が気になる  
   ・ やる気が起きない、気持ちに浮き沈みがある ・ イライラすることが多い  
その他、どんなことでもかまいません。 
「気になること」があるとき、どうぞ学生相談室を訪ねてみてください。 



物理図書室の利用について　

物理図書室：　8号館5階520号室 

和書、洋書が多数保管されています。 
無人管理のため、皆さんの信頼に基づいて運営されています。 
しかし、毎年本が紛失し、困っています。 

　　　　　　　　！！！重要！！！ 
・必ず備え付けのＰＣにより貸し出し手続きをすること。 
・返却を必ずすること。（とくに卒業時！）



理論図書室の使い方説明会

8号館5階520号室　 
本日１７：００集合！ 
（すでに説明を受けたことのある人は参加しなくてもよい）

都合により欠席する人は、 
指導教員や研究室の学生などに 

図書の貸出・返却方法を後日聞いて下さい。

部屋番号
と時間をメモ
して！



学生教育研究災害傷害保険（学研災） 
（保険に必ず入りましょう）

この保険は、教育研究活動中（正課・学校行事・課外活動及び通学中）の災害
に対する補償制度で、急激かつ偶然な外来の事故による身体の傷害に対して
保険金が支払われます。 
南大沢キャンパスでは、加入手続きを学生サポートセンター学生課で随時受け
付けています（任意加入）。 
学生課窓口に設置してあります、学研災の「ごあんない」、あるいは（公財）日本
国際教育支援協会のホームページに、本保険に関する重要な事項が掲載され
ています。加入に際しては、必ず確認の上、手続きして下さい。 
財団法人日本国際教育支援協会

保険期間 学部生・大学院生  
1年 1，000円  
2年 1，750円  
3年 2，600円  
4年 3，300円 必ず入ってください！



本日予定

1. ガイダンス (14:30-15:30) 
　　 
2. 懇親会 (15:30-16:30頃まで ８号館交流スペース) 
　　全員で移動！！ 
　　教員の紹介、新入生の自己紹介 

3. 理論図書室の説明会 
　　(17:00集合-17:15頃まで ８号館５階５２０号室) 


